
田植えから脱穀作業までを体験
東根小学校児童が米づくりを学ぶ

　10 月 14 日、東根小学校の５年生 15 人が脱穀作
業を体験しました。
　児童たちは、小山沢地区中山間地域づくり推進協
議会の皆さんの指導を受けながら、５月に田植え、
９月に稲刈りを体験。そして、この日の脱穀作業で
は、脱穀機を使いながらもくもくと最後の作業に汗
を流しました。米づくりの全工程を学んだ児童は「大
変な作業があっておいしいご飯が食べられることが
わかった」「楽しい経験ができたので家でも手伝い
をしたい」と達成感に満ちた表情を見せました。

　天候にも恵まれ、お祭日和となった 10 月 23 日、
フラワー長井線まつり 2016 が開催されました。
　開会セレモニーでは、山形鉄道㈱より、四季の郷
駅で楽しむ会と荒砥高校生徒会の皆さんへ、日頃の
駅の活性化及びボランティア等への活動に対して感
謝状が贈呈されました。その後、白鷹少年少女合唱
団の皆さんの合唱から始まり、愛真こども園のバ
ルーン、よつばこども園の和太鼓、さくらの保育園
のゆうぎ、荒砥高校吹奏楽部の合奏、白鷹太鼓鷹翔
会の演技と続き、会場は例年以上の盛り上がりを見
せました。

　第 24 回山形県少年少女スポーツ交流大会のサッ
カー競技（小学生の部）が 10 月２日、県総合運動
公園で開催され、しらたかＦＣ．ホークススポーツ
少年団が出場しました。
　試合は全 20 チームを５つのブロックに分けた
トーナメント戦。１試合目の日新ＳＳＳ戦は５点差
をつけて圧勝。続く２試合目は、県内でもトップク
ラスの実力を誇るクラブチームのＳＦＣジェラーレ
との対戦。ＦＣ．ホークスは前半を２対１のリード
で折り返すと、後半に紺野稜真選手（荒砥小６年）
がダメ押しの追加点。その後１点を返されるも、そ
のまま逃げ切り、この大会２連覇を達成しました。

爽やかな秋空の下で開催
フラワー長井線まつり 2016
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第24回山形県少年少女スポーツ交流会
しらたか FC. ホークスが２連覇達成
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